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技術発達により，マイクロ衛星が扱うデータ量の増加

従来のDSP処理以上の高速システムの必要

FPGAを用いたパイプライン処理で高速化

によるシステム構築

比較的安価で高性能なFPGAボードを4枚使用

シークエンシャル！こFPGA聞をデータ通信

低コストなシステムの構築を目指す

内部RAMとDSPセルが多いFPGAを搭載

ML506を4枚使用し， SMAケーブルによる通信

トランシーバにはRocket[0を使用

FFTの使用リソース FPGAリソース

8192-point FFT回路はML5061こ2個搭載可能
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Rocket [0の使用で、最大3.2Gbpsの通信速度

IPのAurora！こよりRocketIOの制御を行う
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LバンドのSAR搭載航空機にはSRCが必要

SRC利用によりメモリ格納回数が増加

アジマスFFT([FFT）ではブロック化が必要

（アジマス方向：19904点， FFT:8192点のため）
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守一 初回！こFFTを行い， SRAM［こデータ保存

FPGA外部の2GBのメモリをDRAMとして使用

アルゴリズムの性質上，－.§.のメモリ格納が必要

システムが100MHz,FPGA開通信が1.5Gbpsと仮定

合計演算時間が約10秒，通信時間が約23秒

システム要求処理速度を十分に満たしている


	057



